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【重要】2019年施行症例登録締切 と 2020年レジストリー項目改定について 

 

CVIT会員 各位 

CVITレジストリー委員会 

委員長 天野 哲也  

 

平素より学会活動にご高配賜り、厚く御礼申し上げます。以下 3点につきまして、ご案内申

し上げます： 

 

・ 2019年内に施行した症例のレジストリー登録締切日 ＞ 例年通りです 

・ 2020年 1月からの登録項目の改訂 ＞ FFR-CT追加、Diamondback 360追加 

・ NCDへのデータ登録にあたっての倫理的配慮 

 

【その１】2019年施行症例登録締切日 

 

2020年 3月 31日（火）23:59 厳守 

 

こちらは例年通りですが、締切を過ぎますと、修正、追加登録はできなくなります。特に、

資格申請において、施行した症例の全例登録がされていなかった場合は、一切の救済なく、

資格が失効しますので、十分ご留意ください。 

 

また、期限までに、診療科長の権限において、症例登録ステータスを「完了（承認済）」ま

で終えていただけますようお願いいたします。「編集中」「完了（未承認）」の登録分は、無

効症例として、資格申請システムに反映されません（この文章の最後に「完了（承認済）へ

のステータス変更方法」を掲載いたします）。 

 

なお、症例の重複登録、術者の誤登録にも十分ご注意ください。施設、個人の資格申請に大

きく関わってくるところですので、Audit（施設訪問によるデータ照合）により、監査が強

化されております。 

 

  



【その２】2020年 1月からの登録項目改訂について 

J-PCI： 

 選択肢追加：術前情報／□非侵襲的 FFR-CT 

 選択肢追加：術中情報／□アテレクトミー（DiamondBack360 等） 

 入力の仕様変更：指導医と第一術者との重複登録は「不可」とする仕様に変更 

 選択肢名変更：併発疾患：腎不全 → 慢性腎臓病（CKD） 

 

J-EVT/SHD： 

 詳細については、NCDの CRFをご確認ください。 

※ シャント PTA は、昨年レジストリー項目から削除しましたが、CVITが主学会である

手技であり、そのデータを学会として持っている必要性が再確認されました。2020

年より再度レジストリー項目に復活させることとしました。 

 

なお、J-PCI につきましては今年は軽微な項目追加となりましたが、2021 年より「Sheath 

Size」（本年年次集会データマネージャー会議にて決議）さらに「虚血重症度」（例. FFR数

値等）に関する項目追加が審議されております。どうぞ引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 

【その３】倫理的配慮について 

CVITのレジストリーデータは National Clinical Database (NCD)に格納され、管理されま

す。NCD の 2019 年度の倫理審査結果が公表されましたので、ご覧いただき、適宜各施設に

てご活用ください： 

 

http://www.ncd.or.jp/about/ethical_considerations.html 

 

オプトイン・オプトアウトいずれの方式を採るにせよ、「拒否の機会を保障する」というこ

とは非常に重要ですので、この機会に是非ご一読いただきますようお願いいたします。 

 

 

         

 

  

http://www.ncd.or.jp/about/ethical_considerations.html


■ 2019年、2020年 登録年度の切り替えについて 

2019年の施行症例か、2020年施行症例か、いずれかにより、年度の切り替え設定が必要と

なります。登録画面の左側「表示専門医」の「領域変更」で施行年を選択してから、症例を

登録してください。 

 

 

■完了（承認済）へのステータス変更方法 

入力作業を終えた「編集中」ステータスまたは「完了（未承認）」の症例に対し、診療科長

または NCD主任医師の ID/PWでログインし、左のステータス変更ボタンで「完了（未承認）」

→「完了（承認済）ボタンを押下する。 

 



 

 

以上 

【編集中】【完了（未承認）】で表示された症例を一つずつクリックし、次項のとおり、 

ステータス変更してください 

編集中＞完了（未承認）ここでエラー項目があると先に進めません。 

完了（未承認）＞完了（承認済）押下で、有効症例となります。 

入力ステータスが【編集中】【完了（未承認）】となっているものが無効症例でステータス変更が必要です。

【完了（承認済）】は有効症例です」 


